
施策評価表　（平成２９年度実施事業対象）　　 （作成日：平成３０年７月６日）

主担当課

129

58,782

これまでの成果

200,000人

備考欄
 ３０年度

＿ 50% ＿ 50%

２８年度

実績 目標 実績 目標

東竹田ドームの利用者数

正
職
員

従事者数
（単位：人）

人件費（c）

橿原運動公園の利用者数 208,587人

253,747人

211,407人200,000人

決算

19,001人 22,000人

決算 当初予算

この施策の目的

教育委員会事務局

市民が、各自のライフスタイルに合わせて、日常的にスポーツ活動を行い、健康で豊かな生活を送ることができるまちを目指
す。

関係課 社会教育課

58,782 60,455

３．施策の現状分析（第３次総合計画の現状と課題をもとに記入する）

平成29年3月に策定された国の第2期「スポーツ基本計画」の
ポイントとして以下のことが示されている。
①「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大
②スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現
③国際競技力の向上
④クリーンでフェアなスポーツの推進

生涯にわたってスポーツを楽しみ、健康を維持するという時代
の流れを受け、スポーツ活動の場所・機会・情報の提供を充実
させる。またスポーツ組織・団体の育成及び連携を推進し、市
民がスポーツに親しむ意識の向上と環境を整備する。

社会環境や国・県の動向など、
施策を取り巻く環境について

当初予算

59 61

19,681人

この施策の概況

この施策に対する市民ニーズなど、
具体的な事項について

施策指標①
（成果指標）

名称及び単位等

スポーツを定期的に実施し
ている市民の割合

74.9%
(25年度）

施策指標②
（成果指標）

施策指標③
（成果指標）

２．施策の基本方針（第３次総合計画の基本方針をもとに記入する）

目指す都市像
（政策）

番号 4

主担当部 魅力創造部

名称

施策 番号 2 名称

関係部

山崎　貴浩

市内の体育施設の利用人数は増加傾向にあり、スポーツに親しむ市民が増えていることが伺える。また総合型地域スポーツク
ラブの活動を通じ、住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備が進んでいる。

生涯スポーツの推進

スポーツ推進課 部長名

香久山体育館・万葉の丘スポーツ
広場・曽我川緑地体育館の利用者
数

240,000人

２９年度

１．第３次総合計画における施策の体系

（a）－（b）＝一般財源

歳入
（b）

財源の内訳

４．指標及びコストの推移

326,125 346,063

受益者負担額以外
の歳入（補助金等）

受益者負担額

市民の自立と個性を活かすまち

339,688
歳出

（直接事業費）（a）
305,376

269,358

257671人 240,000人

22,000人

84,870

10.30

施策指標④
（成果指標）

施策指標⑤
（成果指標）

指
標
の
推
移

35,959 36,707

トータルコスト
（a）＋（c）

コストの推移
（単位：千円）

14.60

386,580398,470 430,933364,159

10.30 10.40

38,108 39,980

305,954302,920 287,925

92



説明２次評価

８．構成事業の方向性　（それぞれの事務事業における今後の最適手段を検証する）

１次評価 説明

４　ない２　ある程度ある

３　縮小する２　維持する

説明

総合評価　２次評価

幅広い年代がスポーツに親しむことができる事業として教室や各種大会の開催等のソフト面、スポーツ施設の管理・整
備等のハード面、両方において環境整備が引き続き必要である。

次年度以降の方向性 １　強化する

説明

３　やや低い

平成２７年３月に策定した「橿原市スポーツ推進計画」に基づき、スポーツ施設の適正な管理と整備、スポーツ活動の機
会提供と指導者の育成、トップアスリートとの交流を通じた市民のスポーツへの意識の向上等。また2020年開催の東京
オリンピック・パラリンピックに向けた地方からの機運醸成の一環としてホストタウン事業を行う。

総合評価　１次評価

１　強化する ２　維持する ３　縮小する次年度以降の方向性 1

市内スポーツ施設において、主に土日は大会開催、平日は個人・グループでの練習会場等に利用されており、生涯ス
ポーツの推進に貢献している。

６．施策の課題

この施策の課題
スポーツ施設の老朽化に伴う適正な管理と整備
市民ニーズに合ったスポーツ教室や各種大会等の事業を実施

成果向上の
可能性はどうか

説明

2 １　高い ２　やや高い

１　十分ある

４　低い

2

３　やや低い

２　やや高い2 ４　低い

５．施策の評価

７．次年度以降の施策の方向性

説明

有効性の評価

この施策の
成果の達成度はどうか

平成25年に実施した運動・スポーツに関するアンケート調査では、週に1日以上運動やスポーツを行った人の割合は
74.9%となっている。また、各体育館アリーナの稼働率は75%超であり有効活用できていると考える。

３　あまりない

１　高い

市政全般に対する
貢献度はどうか



（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

※下記評価の解説
・貢献度－事務事業評価の結果をもとに、この施策での貢献度（重要度）を絶対評価で示しています。
　　（a：不可欠かつ施策の中核をなす事業、b：不可欠な事業、c：不可欠ではないが実施が望ましい事業、d：あまり有効ではない事業）
・方向性－事務事業評価の結果をもとに、この施策からみた各事務事業の今後の方向性を絶対評価で示しています。
　　（拡大する、見直しながら続ける、縮小する、廃止又は休止する、完了する）
・優先度（ソフト事業（任意）のみ）－施策内での事務事業の優先度を相対評価で示しています。
　　（優先度が高い順に　　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

優先度
(ソフト任意)

c
見直しな
がら続け

る

９．施策を構成するそれぞれの事務事業の評価

スポーツ推進課

施策評価

方向性

この施策に関連する事務事業評価の内容（評価内容の転記）

課名、事務事業名
及び事業種別

事業の方向性及び
Ｈ２９決算額

事業の内容NO.

2 現状のまま継続

見直しな
がら続け

る
B

D

a
見直しな
がら続け

る

8

スポーツ推進課
①市民体育大会の開催・・・総合開会式、Doスポーツフェスタ他３０スポーツ種
目別大会の実施
②スポーツレクリエーション祭の開催・・・９スポーツ種目別大会（アーチェ
リー、パターゴルフ、ソフトテニス、バウンドテニス、グラウンドゴルフ、初心者
硬式テニス、ペタンク、ターゲットバードゴルフ、キンボール）の実施

2

総合スポーツ大会開催
事業 5,929

ソフト（任意） （千円）

現状のまま継続

a
見直しな
がら続け

る
A

6

スポーツ推進課 ①各校に、教諭を対象として管理指導員を委嘱する。管理指導員は、利用団
体の年間使用スケジュールを調整、管理指導等を行い事業を効率的に運営
する。
②中学校のナイター照明施設（中学5校／グラウンド、テニスコート）について
は、毎月スケジュール調整会議を開催する。開放時間内の巡視、ナイター施
設のメンテナンスを業務委託している。ナイター施設の電気料金を一部利用
者が負担する。

3 縮小する

7

スポーツ推進課
指定管理者は、基本協定に基づき事業計画を定め、施設の運営・維持管理・
経営管理等の管理運営業務の代行並びに自主事業を行い、市民活動の場を
提供する。市は、指定管理者が行う管理運営の監理及び協定外の施設運営・
維持管理に関する事務を執り行う。

2

公共体育施設管理運
営事業 87,509

ソフト（任意） （千円）

現状のまま継続

c

a

縮小する

現状のまま継続

各種大会開催業務

学校体育施設開放事
業 1,558

ソフト（任意） （千円）

貢献
度

2,045

ソフト（任意） （千円）

5

スポーツ推進課
（公社）市スポーツ協会およびスポーツ団体と協働し、大会開催および運営支
援を行う。
①参加型スポーツ行事・・・おはようサイクリング、剣道寒稽古
②スポーツ大会・・・畝傍山一円クロスカントリー大会、春・夏少年野球大会、
市民水泳記録会、小学生陸上記録会、飛鳥RUN×２リレーマラソン

A

D

C

A

2

a
見直しな
がら続け

る

2

スポーツ推進課
①地域からの依頼行事への運営協力及び全国・近畿・県のスポーツ推進委員協議会・研
修会への参加、自主研修会の開催を通じ、職務の遂行と資質の向上と研鑽を深める。
②市スポーツ推進審議会の開催（年2回開催）
③「橿原市スポーツ推進計画」に基づき事業として、トップアスリートやチーム（バンビシャ
ス奈良・奈良クラブ）の選手を招聘し、学校訪問による教室開催等を行い、交流できる機
会の創出および応援を通したスポーツを観る楽しみの提供、ジュニア競技者の上達意欲
の喚起を行う。

2

スポーツ振興管理事業
8,159

①財政支援（補助金の交付）・・・（公社）市スポーツ協会育成補助金（スポー
ツ少年団を含む）・レクリエーション協会育成補助金
②活動支援および指導助言・・・事務局事務、団体運営の指導助言。

3

4

スポーツ推進課 市民のニーズを把握し、人気の高いプログラムを積極的に取り入れるととも
に、勝敗にこだわらず楽しむことを目的として考案されたニュースポーツや
ウォーキング教室などを開催し、市民がスポーツを始めるきっかけとなる場を
提供する。
・ドッジボール教室・リトルキッズ教室・ママフィットネス教室・ノルディック
ウォーク体験会・スローエアロ教室・太極拳教室・スカイクロス体験会・アクア
ゲーム体験会・スポーツクライミング体験会等

2

各種スポーツ教室開設
実施事業 2,584

ソフト（任意） （千円）

現状のまま継続

（千円）

①運動公園プール入場券の無料配布・・・市内在住の3歳以上中学生以下の
児童・生徒に無料入場券を配布する。
②国民体育大会等の大会に出場する市内在住の選手、監督に報奨金の交付
を行う。

スポーツ活動支援事業

ソフト（任意）

B

現状のまま継続

a
見直しな
がら続け

る

b 縮小する

（千円）

3

スポーツ推進課

ソフト（任意）

1

縮小する

スポーツ振興団体育成
事業（クラブサービス） 19,590

ソフト（任意） （千円）

4,628

戦
略

大
綱

　

○

　

　

○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

NO.
課名、事務事業名
及び事業種別

事業の内容
優先度

(ソフト任意)

D

13

社会教育課(中央公民館)
３ヵ月ごとにスケジュール会議を開催し、利用調整を図る。使用区分はアリー
ナを４分割し、使用料はより多くの団体が利用できるように低価格で設定して
いる。また、空き情報もインターネット「e古都なら」に表示した上で申し込みも
可能であり利便性の向上を図っている。

2 現状のまま継続

b
見直しな
がら続け

る
C

体育館管理運営事業
1,238

ソフト（任意） （千円）

b
見直しな
がら続け

る

事業の方向性及び
Ｈ２９決算額

貢献
度

方向性

現状のまま継続

a
見直しな
がら続け

る

12

社会教育課(中央公民館)
中央体育館において成人対象のソフトテニス教室、小学生対象ジュニア剣道
教室を開催している。各競技団体の専門指導者に依頼し、初心者から経験者
にいたるまで、親切丁寧な指導を行っている。参加者募集は、広報「かしはら」
やインターネット「e古都なら」で行っている。

2

各種スポーツ教室の開
催事業 863

ソフト（任意） （千円）

（千円）

現状のまま継続

見直しな
がら続け

る
B

11

スポーツ推進課

職員を配置して有料施設の受付業務を行う。施設の運営・維持管理等の管理
業務を行う。また、自主事業を行い、生涯学習の場を提供する。

2

新沢千塚公園拠点施
設管理事業 106,734

ソフト（任意）

B

10

スポーツ推進課
指定管理者は、基本協定に基づき事業計画を定め、施設の運営・維持管理・
経営管理等の管理運営業務の代行並びに自主事業を行い、市民活動の場を
提供する。市は、指定管理者が行う管理運営の監理及び協定外の施設運営・
維持管理に関する事務を執り行う。

2

橿原運動公園管理運
営事業 77,356

ソフト（任意） （千円）

現状のまま継続

a

この施策に関連する事務事業評価の内容（評価内容の転記） 施策評価

（千円）

現状のまま継続

a
見直しな
がら続け

る
C9

スポーツ推進課

施設に職員を配置して受付及び管理業務を行なう。窓口並びに電子媒体（e
古都なら）の受付により、施設利用に係る調整を図る。

2

ひがしたけだドーム管
理事業 7,932

ソフト（任意）

　 　

戦
略

大
綱

　 　

　 　

　 　

　 　



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

担当課名 スポーツ推進課

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

事業の種類を選択してください。⇒

スポーツ活動⽀援事業

熊本　光伸課⻑名

総合計画の
位置付け

魅⼒創造部

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

予算事業名 スポーツ推進事業費

実績

65

14,00013,037

4,734

決算

12,774

5,737

当初予算

5,750 4,628

44

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

基本的⽅向 　 　

重点項⽬ 　 　
⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

トータルコスト　（a）＋（c） 7,302 8,033 6,953 8,353

⾒込み

成果指標 65

プール券配布枚数（枚）

⾒込み

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

4,734 5,750

当初予算

65プール券利⽤率（％）

計画実績

45

4,628 5,737

2,283 2,325 2,616

事業の開始年度 昭和 63 年度 事業の終了予定年度 平成

対象 市⺠

事業の
内容説明

①運動公園プール⼊場券の無料配布・・・市内在住の3歳以上
中学⽣以下の児童・⽣徒に無料⼊場券を配布する。
②国⺠体育⼤会等の⼤会に出場する市内在住の選⼿、監督
に報奨⾦の交付を⾏う。

事業の
⽬的

①レジャースポットとして⼈気の⾼い運動公園全体の利⽤
促進を図るとともに、余暇の有効活⽤、スポーツ活動を⽀援
する。
②競技スポーツ・⽣涯スポーツにおいて、国⺠体育⼤会等に
市代表（優秀）選⼿として出場する市⺠選⼿を⽀援す
る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

決算

14,000

年度

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

1

指標の
推移 名称及び単位等

28年度 29年度 30年度 31年度

 活動指標① 14,000

①本市を代表する公共スポーツ・レジャー施設である運動公園総合プールの利⽤促進を図る。
②国⺠体育⼤会等に出場する市内在住の選⼿・監督に報奨⾦を交付する。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい 克服できる範囲内 ほとんど無い

説明
①⼊場券配布による運動公園総合プールの認知度アップが期待できることから、⼊場券の配布を中⽌した場合、⼊
場者数の減少が考えられる。②地域から優秀な選⼿を輩出する上で微⼒ながらバックアップしてきたが、廃⽌の際には
選⼿への直接的⽀援ができなくなる。

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明

 活動指標②

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
従事者数　（単位：⼈）

2,568

単位当た
りコスト

計算式等
0.56 0.57 0.54 0.55

（トータルコスト）／（活動指標）

0.45 0.40 0.40 0.45

⼈件費　（c）



1 2 3 4

1 2 3

4 5

C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない

説明 ①プール券利⽤率の推移が低調なため、利⽤率の向上に向けて⼀層の⼯夫が必要である。

3 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

3 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

余暇の充実や健康増進に⼤きく貢献していると⾔えるが、継続的なスポーツ⾏動にいたる動機づけとしては弱い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 ①運動公園の指定管理者である（公社）橿原市スポーツ協会の販促事業の強化
②報奨⾦額の減額、（公社）橿原市スポーツ協会との分担・⽀援⽅法の⾒直し

説明

3

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

①運動公園の指定管理者である（公社）橿原市スポーツ協会の販促事業の強化
②報奨⾦額の減額、（公社）橿原市スポーツ協会との分担・⽀援⽅法の⾒直し

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 D

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 財政状況を考慮しつつ、事業の今後の在り⽅を検討する。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

7,348 8,782 8,159 13,310

8,159 13,3108,7827,348

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

スポーツ振興管理事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標①

 活動指標②

当初予算

1,000

実績

参加延べ⼈数（⼈）

⾒込み

1,703

⾒込み

成果指標 1,000

決算

指標の
推移

1,444 1,000

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 3-2-2 新たな⼈の流れや交流を増やす

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 ①地域に根ざしたスポーツ推進事業の遂⾏に⽀障が⽣じる。②スポーツ基本計画に沿った事業かどうかを、第三者が
諮問・答申する機会を失う。③スポーツに興味関⼼を持つ児童やジュニアアスリートの裾野拡⼤が停滞する。

② 来訪者の増加を図る

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 スポーツ推進事業費

事業の開始年度 昭和 37 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
7.26 12.21

1

実績

6.84 20.58

年度

対象 市⺠

事業の
内容説明

①地域からの依頼⾏事への運営協⼒及び全国・近畿・県のス
ポーツ推進委員協議会・研修会への参加、⾃主研修会の開催
を通じ、職務の遂⾏と資質の向上と研鑽を深める。
②市スポーツ推進審議会の開催（年2回開催）
③「橿原市スポーツ推進計画」に基づき事業として、トップアスリー
トやチーム（バンビシャス奈良・奈良クラブ）の選⼿を招聘し、学
校訪問による教室開催等を⾏い、交流できる機会の創出および
応援を通したスポーツを観る楽しみの提供、ジュニア競技者の上
達意欲の喚起を⾏う。

事業の
⽬的

市⺠よりスポーツ推進委員を選出し、委嘱する。地域のコー
ディネート役として、⾏政・スポーツ関係団体等と協働し、地
域での活動を⾏うことを⽬的とする。また、各スポーツ団体、
学識経験者からスポーツ推進審議会委員を委嘱し、スポー
ツ振興上の重要事項の諮問機関として⾏政運営に役⽴て
る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明
①②市内各地域のスポーツ推進に係る体制整備を図る上で、スポーツへの深い関⼼と理解ある者（スポーツ推進委
員）を特別職⾮常勤職員として委嘱し、⽴場を明確にすることで事業の遂⾏をスムーズに⾏うことができる。③学校
のカリキュラムにトップアスリートと触れ合える機会を組み込むことができる。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

3,139 3,424 3,488

トータルコスト　（a）＋（c） 10,487 12,206 11,647 20,576

0.55 0.60 0.60 1.25

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
7,266



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 市及び外部からの依頼⾏事への協⼒、⾃主事業・研修への参加機会の拡⼤

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

2 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

ニュースポーツの普及、地域への出前講座（実技指導）を⾏い、⾼齢者を含む市⺠の運動の機会を創出している。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 年間活動回数（実働）に対し、１名あたりの報償費は⾮常に低額であるため、低減の余地は少ない。

説明

1

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

①個々のスポーツ推進委員の評価と選出（委嘱）⽅法の⾒直し、及び活動実態に⾒合う妥当な報償費の⽀給を⾏うことに
より、委員が能動的に活動できる環境を整える。その結果、委員の積極的な活動が各地域のスポーツ推進につながる。
③中学校の部活動で教室を開催することで、より実践的なスキルアップが期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 C

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 ①⼦どもから⾼齢者まで、幅広い年代に対してスポーツを推進していく。
③トップアスリートを⾝近に感じてもらい、スポーツをする・観る・学ぶ機会を創出していく。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

18,892 19,590 19,590 19,979

19,590 19,97919,59018,892

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

スポーツ振興団体育成事業（クラブサービス）事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標① 215

 活動指標②

当初予算

8,460

実績

215

団体構成員数（⼈）

215

⾒込み

205

5,353

⾒込み

成果指標 8,460

事業数（件）

決算

指標の
推移

6,327 8,460

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

215

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 団体活動が市⺠のスポーツ⾏動に与える影響は⾮常に⼤きく、これらを商業活動に全て置き換えることは難しい。やめ
た場合、⽣涯スポーツ推進の停滞は不可避である。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 スポーツ推進事業費

事業の開始年度 昭和 31 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
3.44 2.72

1

実績

4.30 2.84

年度

対象 市⺠

事業の
内容説明

①財政⽀援（補助⾦の交付）・・・（公社）市スポーツ協会
育成補助⾦（スポーツ少年団を含む）・レクリエーション協会育
成補助⾦
②活動⽀援および指導助⾔・・・事務局事務、団体運営の指
導助⾔。

事業の
⽬的

スポーツ・レクリエーション振興団体（組織・クラブ）を育成、
⽀援することにより⾃主的、⾃発的な市⺠のスポーツ活動を
助⻑、促進し、⽣涯スポーツ振興に資する。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 ⽣涯スポーツの推進を図るためには、⾃発的な市⺠スポーツ団体（組織）の育成、⽀援が不可⽋である。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

2,854 3,424 3,488

トータルコスト　（a）＋（c） 21,746 23,014 23,078 24,048

0.50 0.60 0.60 0.70

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

２８年度成果指標修正

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
4,069



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 平成２１年度から、（公社）橿原市スポーツ協会が運動公園の指定管理者として施設の管理運営を⾏い７年⽬
となる。施設管理とともに各種スポーツ競技団体の事業や運営基盤の充実に、徐々に成果を上げている。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

スポーツ推進施策上、スポーツ関係団体との連携・役割分担が重要不可⽋となり、連携を強化することは上位施策
への貢献度が⾮常に⾼い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 市補助⾦以外の⾃主財源の確保、及び団体予算に占める⾃主財源の拡⼤を促すことにより、市の負担額を低減で
きる。

説明

3

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

（公社）橿原市スポーツ協会が運動公園の指定管理者となったことで、競技スポーツを中⼼としたスポーツ教室等の事業を、
⾏政から協会へ移⾏することによりスポーツ団体の持つ専⾨性、ノウハウを事業に活かし、スポーツサービスの⺠営化と弾⼒化を
図る。各団体の補助⾦依存率を下げ、⾃主財源による団体運営の基盤形成を⽀援する。⾃主財源による運営が可能となれ
ば、市のコストを低減できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 C

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 ⾏政が外部マネジメントを⾏いながら、官⺠協働でスポーツ関連事業を実施するのは、これからの⾏政運営に必要不
可⽋である。コストについても補助⾦依存率を下げることができるよう、団体の基盤形成を⽀援する。

3



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

2,521 2,869 2,584 1,881

2,584 1,8812,8692,521

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

各種スポーツ教室開設実施事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標① 12

 活動指標②

当初予算

80

実績

6

参加率（％）

12

⾒込み

10

62

⾒込み

成果指標 80

開設スポーツ教室数（数）

決算

指標の
推移

70 80

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

12

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 市⺠が気軽にスポーツを体験できる機会が減る。また、ニュースポーツの普及が停滞する。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 スポーツ推進事業費

事業の開始年度 平成 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
40.73 23.23

1

実績

41.82 24.04

年度

対象 市⺠(市内在住・在勤・在学者）

事業の
内容説明

市⺠のニーズを把握し、⼈気の⾼いプログラムを積極的に取り⼊
れるとともに、勝敗にこだわらず楽しむことを⽬的として考案された
ニュースポーツやウォーキング教室などを開催し、市⺠がスポーツを
始めるきっかけとなる場を提供する。
・ドッジボール教室・リトルキッズ教室・ママフィットネス教室・ノル
ディックウォーク体験会・スローエアロ教室・太極拳教室・スカイクロ
ス体験会・アクアゲーム体験会・スポーツクライミング体験会等

事業の
⽬的

市⺠が年齢や⽣活環境に応じた様々なスポーツに親しむこ
とができるようなスポーツ教室や体験会を実施し、⽇常的に
スポーツに親しみ、健康で豊かな⽣活を送ることができるよう
⽀援することを⽬的とする。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 ⾃主的・⾃発的スポーツ⾏動への動機づけ、⽣涯スポーツ推進の基盤的事業である。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

3,995 4,566 4,650

トータルコスト　（a）＋（c） 6,516 7,435 7,234 7,694

0.70 0.80 0.80 1.00

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（参加者）

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
5,813



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 教室や体験会を通じ、参加者同⼠や講師との交流が⽣まれ、新しいサークルやグループ、クラブの結成や既存クラブと
の⼈的交流を創出しており、成果は⼤きい。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツ推進の基盤事業として⼤きく貢献している。教室や体験会を通じ、橿原市でスポーツに親しむ⼈の裾野
を広げる役割を果たすことができる。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 受益者負担として、参加費を徴収する。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

気軽に参加できるニュースポーツやウォーキング教室などを開催し、運動を継続するノウハウを市⺠に提供することで、橿原市に
おけるスポーツ⼈⼝の拡⼤が期待できる。また、スポーツを習慣化することで、病気の予防、医療費の抑制等が⾒込まれる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 A

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 適正な受益者負担を検討し、市⺠ニーズや時流に即したメニューを提供する。また実施後のプログラムの効果実証作
業を⾏い、⽣涯スポーツ推進のビジョンの構築に寄与する。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

2,155 2,459 2,045 2,280

2,045 2,2802,4592,155

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

各種⼤会開催業務事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標① 8

 活動指標②

当初予算

4,800

実績

9

参加者総数（⼈）

8

⾒込み

7

4,057

⾒込み

成果指標 4,800

事業数（件）

決算

指標の
推移

4,000 4,800

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 3-2-2 新たな⼈の流れや交流を増やす

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

10

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 学校教育や社会教育の観点から始まった⼤会が多く、⾏政⽀援が必要な状況であり、やめた場合の影響は少なくな
い。

② 来訪者の増加を図る

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 スポーツ推進事業費

事業の開始年度 昭和 35 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
2.04 2.06

1

実績

2.37 2.11

年度

対象 市⺠・クロスカントリー⼤会は、国内在住者

事業の
内容説明

（公社）市スポーツ協会およびスポーツ団体と協働し、⼤会開
催および運営⽀援を⾏う。
①参加型スポーツ⾏事・・・おはようサイクリング、剣道寒稽古
②スポーツ⼤会・・・畝傍⼭⼀円クロスカントリー⼤会、春・夏少
年野球⼤会、市⺠⽔泳記録会、⼩学⽣陸上記録会、⾶⿃
RUN×２リレーマラソン

事業の
⽬的

スポーツ⼤会を開催することにより市⺠の⾃主的スポーツ活
動の成果を発揮する機会を提供する。⼤会出場を⽬標に
市⺠のモチベーションを⾼め、⽇常の鍛錬を継続してもらうこ
とにより、⽣涯スポーツを推進する。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 スポーツイベントの開催は、スポーツプログラム提供の中核事業であり、商業ベースでは実施できない部分や採算性の
低い部分について補完し、スポーツ団体の育成や教育的・福祉的側⾯からも関与が必要である。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

5,992 7,419 7,557

トータルコスト　（a）＋（c） 8,147 9,878 9,602 10,128

1.05 1.30 1.30 1.35

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

⼩学⽣陸上記録会は悪天候のため中⽌

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
7,848



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 ⾶⿃ＲＵＮ×２リレーマラソン、畝傍⼭⼀円クロスカントリー⼤会については県外者を呼び込めば参加者増が⾒込め
る。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

2 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⼤会出場により⽇々の練習成果を発揮できる場を提供できる。またスポーツ競技団体の育成効果、⽣涯スポーツ推
進への貢献度は⾼い。⼦どもの成⻑期における体⼒の向上・維持が期待できる。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 受益者負担の観点から、参加費徴収を導⼊しコストを低減することも考慮

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

受益者から参加費を徴収することで、⼤会開催に係る市負担分のコストを低減できる。
また、総合戦略の基本⽬標３-２-２に則り、橿原運動公園や県⽴橿原公苑等のスポーツ施設を有効活⽤し、「スポーツを
通じて地域を活性化するための連携と協⼒に関する包括協定」に基づき、奈良県・葛城市・御所市・五條市と共に事業を展
開することで、来訪者の増加が期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 A

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 学校との連携及びスポーツ関係団体や地域との協働を強化し、参加率向上が期待できるよう事業の充実を図る。併
せて、受益者負担の観点から参加費を徴収し、コストの低減に努める。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

945 669 1,106 745

1,558 1,2851,269

540600425 452

1,370

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

学校体育施設開放事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標① 56

 活動指標②

当初予算

300,000

実績

56

延べ利⽤者総数（⼈）

56

⾒込み

56

274,799

⾒込み

成果指標 300,000

開放施設数（件）

決算

指標の
推移

267,915 300,000

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

56

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 市内のスポーツ施設を補完し、市⺠の⽣活に根ざした⽣涯スポーツ実践の場として需要があるため、やめた場合の影
響は⼤きい。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 スポーツ推進事業費

事業の開始年度 昭和 57 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
0.01 0.01

1

実績

0.01 0.01

年度

対象 市⺠

事業の
内容説明

①各校に、教諭を対象として管理指導員を委嘱する。管理指
導員は、利⽤団体の年間使⽤スケジュールを調整、管理指導
等を⾏い事業を効率的に運営する。
②中学校のナイター照明施設（中学5校／グラウンド、テニス
コート）については、毎⽉スケジュール調整会議を開催する。開
放時間内の巡視、ナイター施設のメンテナンスを業務委託してい
る。ナイター施設の電気料⾦を⼀部利⽤者が負担する。

事業の
⽬的

⽣涯スポーツの振興を図るため、市内⼩・中学校体育施設
を学校教育に⽀障のない範囲で、市内で活動するスポーツ
団体に開放し、利⽤に供する。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 学校体育施設の⼀般開放は、スポーツ実践の場として、市内スポーツ施設の充実を補完する事業である。また、施
設が学校の管轄下にあるため、市が仲介者として関与すべきである。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

1,712 2,283 2,325

トータルコスト　（a）＋（c） 3,082 3,552 3,883 4,482

0.30 0.40 0.40 0.55

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
3,197



1 2 3 4

1 2 3

4 5

1
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 地域の⽣涯スポーツ推進の実践場所であり、開放件数・利⽤件数共に安定している。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツ実践の場として公共スポーツ施設を補完し、スポーツ⾏動の動機付けに⼤きく寄与している。また児童の
いない時間帯のため、施設の有効活⽤という観点から評価できる。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 現在、ナイター照明施設の電気料⾦の⼀部を受益者が負担しているが、電気料⾦の値上げ等に対応して使⽤料の
⾒直しを検討し、コストの低減に努める。

説明

3

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

利⽤者（団体）登録や予約管理システムを構築することにより、利⽤者の利便性を図る。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 D

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 ⽼朽化したナイター照明施設の修繕には多額の費⽤を要するため、設備が修繕不能となり次第、順次縮⼩する⽅
向である。

3



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

97,150 88,091 87,509 85,421

87,509 85,42188,09197,150

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

公共体育施設管理運営事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標①

 活動指標②

当初予算

240,000

実績

利⽤者総数（⼈）

⾒込み

253,747

⾒込み

成果指標 240,000

決算

指標の
推移

257,671 240,000

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 ⽣涯スポーツ実践の場と市内体育施設を縮⼩することは、⽣涯スポーツの推進を⼤きく後退させることとなる。また、⺠
間事業者の経営⼿法の活⽤を失うとコスト増加は避けられない。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 体育館管理運営費

事業の開始年度 平成 18 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
0.40 0.39

2

実績

0.36 0.40

年度

対象 市⺠等

事業の
内容説明

指定管理者は、基本協定に基づき事業計画を定め、施設の運
営・維持管理・経営管理等の管理運営業務の代⾏並びに⾃主
事業を⾏い、市⺠活動の場を提供する。市は、指定管理者が
⾏う管理運営の監理及び協定外の施設運営・維持管理に関す
る事務を執り⾏う。

事業の
⽬的

指定管理者制度により、⺠間事業者等の⾃主性や創意
⼯夫を活かした弾⼒的かつ効率的な施設運営を⾏い、住
⺠等に対する健康増進サービスの効果及び効率を向上さ
せ、市⺠のスポーツ振興並びに地域福祉の⼀層の増進を
図る。対象施設は、⾹久⼭体育館・万葉の丘スポーツ広
場、曽我川緑地体育館・曽我川緑地とする。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 ⽣涯スポーツ実践に場の提供と市内体育施設の充実に寄与する事業である。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

4,851 4,851 4,941

トータルコスト　（a）＋（c） 102,001 92,942 92,450 95,594

0.85 0.85 0.85 1.75

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
10,173



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 指定管理者制度により、効率的かつ効果的で良質な公共サービスが提供されており、⼯事や台⾵など外的な影響は
あったものの、幅広い利⽤者層を獲得し且つ計画を上回る利⽤者数を達成している。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツの推進に⽋かせないプログラムの提供、利⽤者によるクラブ・グループの振興、施設の3つのサービスの中
核をなす事業で貢献度は⾼い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 指定管理者制度を導⼊しており、更なる経費の削減は難しい。

説明

1

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

モニタリングの最適化により指定管理者の経営努⼒と創意⼯夫を促し、低廉かつ⾼品質なサービスを提供することで、更なる
利⽤の促進を期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 B

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 市と指定管理者が事業連携を図り、相互に協⼒をしながら施設を合理的に管理運営していく。所管体育施設の⼀
体的な施設運営など今後の事業のあり⽅について調査検討を進める。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

担当課名 スポーツ推進課

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

事業の種類を選択してください。⇒

総合スポーツ⼤会開催事業

熊本　光伸課⻑名

総合計画の
位置付け

魅⼒創造部

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

予算事業名 スポーツ推進事業費

実績

13,000

4241

6,467

決算

39

6,102

当初予算

5,969 5,929

8,415

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

基本的⽅向 　 　

重点項⽬ 　 　
⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

トータルコスト　（a）＋（c） 11,603 11,676 11,742 13,368

⾒込み

成果指標 13,000

開催スポーツ種⽬数（種⽬）

⾒込み

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

6,467 5,969

当初予算

13,000総参加者数（⼈）

計画実績

6,779

5,929 6,102

5,707 5,813 7,266

事業の開始年度 昭和 31 年度 事業の終了予定年度 平成

対象 市⺠（スポーツ実践者）

事業の
内容説明

①市⺠体育⼤会の開催・・・総合開会式、Doスポーツフェスタ他
３０スポーツ種⽬別⼤会の実施
②スポーツレクリエーション祭の開催・・・９スポーツ種⽬別⼤会
（アーチェリー、パターゴルフ、ソフトテニス、バウンドテニス、グラウ
ンドゴルフ、初⼼者硬式テニス、ペタンク、ターゲットバードゴルフ、
キンボール）の実施

事業の
⽬的

市⺠⼀⼈ひとりが、各⾃のライフスタイルやライフステージに応
じてスポーツ活動を実践できる場を提供し、各スポーツ種⽬
の普及、および競技⼒の向上に努め、⽣涯スポーツの推進
を図る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

決算

39

年度

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

1

指標の
推移 名称及び単位等

28年度 29年度 30年度 31年度

 活動指標① 39

市⺠スポーツ・⽣涯スポーツの祭典として、「体育の⽇」を中⼼に市⺠のスポーツ実践意欲を喚起・⾼揚し、市を挙げ
ての象徴的⾏事として実施している。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい 克服できる範囲内 ほとんど無い

説明
平成28年度で第61回を数え、市⺠スポーツの中核的な⼤会として位置づけられており、初⼼者から上級者に⾄るま
で広く定着している。また、各種⽬のスポーツ団体や組織はこの⼤会を中⼼に発展してきた経緯があり、影響は甚⼤
である。

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明

 活動指標②

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
従事者数　（単位：⼈）

5,136

単位当た
りコスト

計算式等
1.38 0.90 1.73 1.03

（トータルコスト）／（成果指標）

0.90 1.00 1.00 1.25

⼈件費　（c）



1 2 3 4

1 2 3

4 5

C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない

説明 市⺠が⽇頃の練習の成果を発揮する場として、スポーツを楽しむことができた。

2 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

市主催の総合⼤会を開催することで、スポーツする機会の提供や競技団体の育成に効果があり、⽣涯スポーツの推
進への貢献度は⾼い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 受益者からの参加費を徴収することで、コストを低減する余地がある。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

更なる内容の充実と魅⼒ある⾏事を企画することにより、参加者の増加を図る。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 A

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 市⺠参加型の⾏事として（公社）橿原市スポーツ協会及び関係団体との連携・協働をより強化する。また、適正な
受益者負担を導⼊すれば市が負担するコストを抑制できる。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

4,405 4,635 4,794 6,618

7,932 9,7087,767

3,0903,1323,045 3,138

7,450

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

ひがしたけだドーム管理事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標①

 活動指標②

当初予算

22,000

実績

利⽤者総数（⼈）

⾒込み

19,681

⾒込み

成果指標 22,000

決算

指標の
推移

19,001 22,000

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 ⽣涯スポーツ実践の場の提供と市内体育施設を縮⼩することは、⽣涯スポーツの推進を⼤きく後退させることになる。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 ひがしたけだドーム管理運営費

事業の開始年度 平成 22 年度 事業の終了予定年度 平成

単位当た
りコスト

計算式等
0.62 0.53

1

実績

0.61 0.89

年度

対象 市⺠等

事業の
内容説明

施設に職員を配置して受付及び管理業務を⾏なう。窓⼝並び
に電⼦媒体（e古都なら）の受付により、施設利⽤に係る調整
を図る。事業の

⽬的

平成22年度よりオープンした橿原市初のインドア球技（テニ
ス・フットサル等）施設「ひがしたけだドーム」を⾝近なスポー
ツの場として市⺠の利⽤に供し、市⺠の体育、レクリエーショ
ン活動を促し、健康増進及び体⼒の維持向上に寄与す
る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 ⽣涯スポーツ実践の場の提供と市内体育施設の充実に寄与する事業である。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

4,280 3,995 4,069

トータルコスト　（a）＋（c） 11,730 11,762 12,001 19,590

0.75 0.70 0.70 1.70

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標） 

・再任⽤職員２⼈、週３⽇勤務

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
9,882



1 2 3 4

1 2 3

4 5

1
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 開館当初より⾼い稼働率をあげている。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツの推進に⽋かせないプログラムの提供、利⽤者によるクラブ・グループの振興、施設の3つのサービスの中
核をなす事業で貢献度は⾼い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 受益者負担として使⽤料を徴収し、コスト低減に努めているが、指定管理者制度等の官⺠連携による施設運営を
推進することによって、更なる効率化が期待できる。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

公の施設の管理運営において、多様な実施主体の参⼊促進に努め、⺠間事業者等の能⼒を積極的に活⽤することで、効
率的かつ効果的で良質な公共サービスの提供が期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 C

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 施設をより効率的かつ効果的に管理運営するために、指定管理者制度の導⼊を進める。

2
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実
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（作成⽇：平成30年　6⽉  6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

担当課名 スポーツ推進課

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

事業の種類を選択してください。⇒

橿原運動公園管理運営事業

熊本　光伸課⻑名

総合計画の
位置付け

魅⼒創造部

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

予算事業名 運動公園管理運営費

実績

200,000

51,599

決算

637587

81,561

当初予算

85,515 77,356

208,587

234

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

基本的⽅向 　 　

重点項⽬ 　 　
⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

トータルコスト　（a）＋（c） 57,877 90,651 82,588 91,443

⾒込み

成果指標 200,000

⾒込み

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

51,365 84,928

当初予算

200,000利⽤者総数（⼈）

計画実績

3,138

211,407

76,719 78,423

5,136 5,232 9,882

事業の開始年度 平成 18 年度 事業の終了予定年度 平成

対象 市⺠等

事業の
内容説明

指定管理者は、基本協定に基づき事業計画を定め、施設の運
営・維持管理・経営管理等の管理運営業務の代⾏並びに⾃主
事業を⾏い、市⺠活動の場を提供する。市は、指定管理者が
⾏う管理運営の監理及び協定外の施設運営・維持管理に関す
る事務を執り⾏う。

事業の
⽬的

指定管理者制度により、⺠間事業者等の⾃主性や創意
⼯夫を活かした弾⼒的かつ効率的な施設運営を⾏い、住
⺠等に対する健康増進サービスの効果及び効率を向上さ
せ、市⺠のスポーツ振興並びに地域福祉の⼀層の増進を
図る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

決算

年度

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

2

指標の
推移 名称及び単位等

28年度 29年度 30年度 31年度

 活動指標①

⽣涯スポーツ実践に場の提供と市内体育施設の充実に寄与する事業である。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい 克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 ⽣涯スポーツ実践の場と市内体育施設を縮⼩することは、⽣涯スポーツの推進を⼤きく後退させることとなる。また、⺠
間事業者の経営⼿法の活⽤を失うとコスト増加は避けられない。

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明

 活動指標②

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
従事者数　（単位：⼈）

6,278

単位当た
りコスト

計算式等
0.28 0.45 0.39 0.46

（トータルコスト）／（成果指標）

1.10 0.90 0.90 1.70

⼈件費　（c）



1 2 3 4

1 2 3

4 5

C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない

説明 指定管理者制度により、効率的かつ効果的で良質な公共サービスが提供されており、幅広い利⽤者層の獲得と利
⽤者数の拡⼤傾向が⾒られる。

2 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツの推進に⽋かせないプログラムの提供、利⽤者によるクラブ・グループの振興、施設の3つのサービスの中
核をなす事業で貢献度は⾼い。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 指定管理者制度を導⼊しており、更なる経費の削減は難しい。

説明

1

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

モニタリングの最適化により指定管理者の経営努⼒と創意⼯夫を促し、低廉かつ⾼品質なサービスを提供することで、更なる
利⽤の促進を期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 B

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 市と指定管理者が事業連携を図り、相互に協⼒をしながら施設を合理的に管理運営していく。所管体育施設の⼀
体的な施設運営など今後の事業のあり⽅について調査検討を進める。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

73,754 79,548 75,023 84,552

106,734

61 92 129

115,613109,669

59

30,93230,06029,970 31,619

103,783

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

決算 当初予算

（作成⽇：平成30年　6⽉　6⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

熊本　光伸課⻑名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

魅⼒創造部

事業ソフト（任意）

新沢千塚公園拠点施設管理事業事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

スポーツ推進課

 活動指標①

 活動指標②

当初予算

150,000

実績

利⽤者総数（⼈）

⾒込み

121,648

⾒込み

成果指標 150,000

決算

指標の
推移

94,676 96,000

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

名称及び単位等
28年度 29年度 30年度 31年度

計画

基本的⽅向

克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 ⽣涯学習の場を縮⼩することで、市⺠の⽣きがいに通じる機会が減少することになる。また、健康づくりの拠点を縮⼩
することで、市⺠の健康づくりの維持促進を妨げることになる。

　 　

重点項⽬ 　 　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

予算事業名 新沢千塚古墳群公園拠点管理運営費

事業の開始年度 平成 28 年度 事業の終了予定年度 平成 ー

単位当た
りコスト

計算式等
1.27 1.29

1

実績

0.99 0.86

年度

対象 市⺠等

事業の
内容説明

職員を配置して有料施設の受付業務を⾏う。施設の運営・維
持管理等の管理業務を⾏う。また、⾃主事業を⾏い、⽣涯学
習の場を提供する。事業の

⽬的

新沢千塚古墳群の⾃然豊かな環境において、健康づくり、
⽣涯学習の普及⽀援、地域の世代間交流の拠点となる場
を提供し、市⺠の健康の維持増進、交流⼈⼝の拡⼤、さら
には観光の振興による地域の活性化を図る。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明 ⽣涯学習の場を提供し、市⺠の健康づくりの維持促進に寄与する事業である。

やめた
場合の
影響は

1 ⾮常に⼤きい やや⼤きい

従事者数　（単位：⼈）

16,265 13,982 14,242

トータルコスト　（a）＋（c） 120,048 123,651 120,976 128,983

2.85 2.45 2.45 2.30

⼈件費　（c）

（トータルコスト）／（成果指標）

・再任⽤職員…週５⽇１⼈、週３⽇２⼈

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
13,370



1 2 3 4

1 2 3

4 5

2
C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

説明 開館当初より利⽤者数は拡⼤し続けている。

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

1 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツの推進に⽋かせない、基本的な体⼒づくりをすることが出来る。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 受益者負担として使⽤料を徴収し、コスト低減に努めているが、指定管理者制度等の官⺠連携による施設運営を
推進することによって、更なる効率化が期待できる。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

公の施設の施設管理運営において、多様な実施主体の参⼊促進に努め、⺠間事業者等の能⼒を積極的に活⽤すること
で、効率的かつ効果的で良質な公共サービスの提供が期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 B

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 経済性や効率性のみならず、市⺠サービスの向上や⾏政責任の確保など多⾓的な観点から検討を⾏い、公の施設
の管理運営の在り⽅について検討を進める。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

（作成⽇：平成30年 6⽉ 1⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

担当課名 社会教育課(中央公⺠館)

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

事業の種類を選択してください。⇒

各種スポーツ教室の開催事業

髙井　剛課⻑名

総合計画の
位置付け

教育委員会事務局

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

予算事業名 市⽴体育館管理運営費

実績

1,600

4040

783

決算

42

995

当初予算

861 863

1,394

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

基本的⽅向 　 　

重点項⽬ 　 　
⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

トータルコスト　（a）＋（c） 1,639 1,717 2,026 2,739

⾒込み

成果指標 1,600

開催件数

⾒込み

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

783 861

当初予算

1,600延べ参加⼈数

計画実績

986

863 995

856 1,163 1,744

事業の開始年度 平成 年度 事業の終了予定年度 平成

対象 市⺠

事業の
内容説明

中央体育館において成⼈対象のソフトテニス教室、⼩学⽣対象
ジュニア剣道教室を開催している。各競技団体の専⾨指導者に
依頼し、初⼼者から経験者にいたるまで、親切丁寧な指導を
⾏っている。参加者募集は、広報「かしはら」やインターネット「e
古都なら」で⾏っている。

事業の
⽬的

市⺠のスポーツの場として、余暇の活⽤、体⼒向上及び健
康維持・増進を図るため、中央体育館においてスポーツ教
室を開催し、⾃主活動のきっかけづくりやの仲間づくりの場を
提供する。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

決算

40

年度

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

1

指標の
推移 名称及び単位等

28年度 29年度 30年度 31年度

 活動指標① 40

中央体育館開館以来、体育館事業の⼀環として市⺠の体⼒づくり・⽣涯スポーツの推進のため実施している。

やめた
場合の
影響は

3 ⾮常に⼤きい やや⼤きい 克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 市⺠のニーズに応える必要があるが、他課やスポーツ協会も同様の事業を開催しているため、今後⾒直しの検討を要
する。

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明

 活動指標②

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
従事者数　（単位：⼈）

856

単位当た
りコスト

計算式等

（　　　　　　   　　　）／（　　　　　　  　　　　）

0.15 0.15 0.20 0.30

⼈件費　（c）

成果指標・活動指標①は、数字誤りのため修正した。



1 2 3 4

1 2 3

4 5

C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない

説明 少⼦⾼齢社会の中、余暇活動時間の増加や健康意識の向上に貢献している。

2 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

2 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

⽣涯スポーツの普及・推進及び⾃主的な健康づくりに貢献している。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 講師謝⾦の減額や開催回数の削減が考えられるが、技術の習得を考慮すると回数の削減は難しい。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

挨拶や礼儀を学び⼼と体を鍛えるジュニア剣道教室、健康な体や仲間づくりを⽬指しながら、楽しく体を動かすソフトテニス教
室を年間20回実施することにより、市⺠の健康・体⼒・仲間づくりを⽀援することが期待できる。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 D

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 市⺠のニーズを考慮し、⼈気のスポーツへ変更させることも考えられるが、今後は他課との協議を⾏い、事業の⾒直し
を検討する。

2



（ ）

1

2

1 2 3 4

D
O

実
施

備考

（作成⽇：平成30年 6⽉ 1⽇）事務事業評価表（平成29年度実施事業対象）

市⺠の⾃⽴と個性を活かすまち

⽣涯スポーツの推進

4

2

担当課名 社会教育課(中央公⺠館)

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

⽬指す都市像(政策)

施　　　策

事業の種類を選択してください。⇒

体育館管理運営事業

髙井　剛課⻑名

総合計画の
位置付け

教育委員会事務局

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

予算事業名 市⽴体育館管理運営費

実績

41,000

1,8001,915

1,124

決算

2,262

1,999

2,328

2,191

当初予算

1,097 1,238

42,060

2,285

総合戦略の
位置付け

基本⽬標 　 　

基本的⽅向 　 　

重点項⽬ 　 　
⾏⾰⼤綱の
位置付け 項⽬ 　 　

改⾰名 　 　

トータルコスト　（a）＋（c） 1,980 1,953 2,401 3,935

⾒込み

成果指標 41,000

利⽤件数

⾒込み

受益者負担額以外の歳⼊（補助⾦等）

-1,161 -1,231

当初予算

41,000利⽤者

計画実績

2,280

41,152

-1,024 -89

856 1,163 1,744

事業の開始年度 平成 年度 事業の終了予定年度 平成

対象 体育館利⽤者

事業の
内容説明

３ヵ⽉ごとにスケジュール会議を開催し、利⽤調整を図る。使⽤
区分はアリーナを４分割し、使⽤料はより多くの団体が利⽤でき
るように低価格で設定している。また、空き情報もインターネット
「e古都なら」に表⽰した上で申し込みも可能であり利便性の向
上を図っている。

事業の
⽬的 安全で快適な体育・レクリエーション活動の場を提供する。

妥当性
評価 なぜ市が

関与して
いるのか

公共性や収益性の観点から、市が関与すべき事業

決算

1,900

年度

市の関与について⾒直す余地のある事業（⺠間に事業の⼀部⼜は全部を委ねる余地のあるものや、住⺠ニーズ
が低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

1

指標の
推移 名称及び単位等

28年度 29年度 30年度 31年度

 活動指標① 1,900

利⽤者に安全で快適な体育・レクリエーション活動の場を提供する。

やめた
場合の
影響は

2 ⾮常に⼤きい やや⼤きい 克服できる範囲内 ほとんど無い

説明 中央体育館の利⽤率は平成２9年度96.0%であり、事業中⽌の場合の影響は、⾹久⼭体育館・曽我川緑地体
育館の２館では、利⽤者の要望やニーズに応えることができない。但し、管理・運営を⺠間に委ねる余地がある。

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

説明

 活動指標②

コストの
推移

（単位：
千円）

財源の内訳

歳出　（直接事業費）　（a）

歳⼊
（b）

受益者負担額

（a）　－　（b）　＝　⼀般財源

正職員
従事者数　（単位：⼈）

856

単位当た
りコスト

計算式等

（　　　　　　   　　　）／（　　　　　　  　　　　）

0.15 0.15 0.20 0.30

⼈件費　（c）

成果指標・活動指標①は現状と乖離しているため修正した。



1 2 3 4

1 2 3

4 5

C
H
E
C
K

有効性
評価

現時点での
成果につい

て

1 ⼗分な成果が出ている 2 概ね⼗分な成果が出てい
る 3 現時点では⼗分な成果

が出ていない

説明 利⽤率は96.0%と⾼く、３ヵ⽉ごとのスケジュール会議の開催により、計画的で安⼼なスポーツ活動の場を提供して
いる。また各種団体の⼤会が多く開催されることから、中南和の体育施設の拠点となっている。

2 4 成果がほとんど無く、⼤幅
な改善が必要

評
価

現時点での
有効性を評
価してくださ

い

上位施策
への貢献
度はどうか

2 ⾼い やや⾼い やや低い 低い

スポーツ・レクリエーション活動の⾝近な場として、⽣涯スポーツの普及・推進に貢献している。

効率性評価
1 効率性が⾼く、これ以上

の改善は⾒込めない 2 効率性が⾼いが、さらに改
善できる余地はある 3 効率性が低く、改善が

必要 4 効率性が低いが、改善が
⾒込めない内容や⼿法を⾒直すこと

により、コストや時間の低
減が可能か評価してくださ
い

説明 機械器具の修繕、購⼊及び施設の修繕についてコストがかかる。

説明

2

A
C
T
I
O
N

修
正
⾏
動

この事業について、今後、
具体的にどうすることによ
り、どんな効果が期待でき
るか記⼊してください。

今後もスケジュール会議等で円滑な運営を図り、市⺠のニーズを反映していく。

この事業の今後の⽅向性
を、費⽤⾯も含めて記⼊
してください

拡⼤する 現状のまま継続 縮⼩する 課内
優先度 C

廃⽌⼜は休⽌する 完了する

説明 ⾼い利⽤率を維持しているが、今後は施設の維持修繕費の増⼤が⾒込まれる。また、コスト⾯から管理運営を⺠間
に委ねることも検討する必要がある。

2


